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はじめに

本資料は、「iQUAVIS PM Package 活用のためのテクニック10選」

”FMEAとの更なる効率化テクニック”でご紹介しているワークシート

を設定し、ご利用いただくための補足資料です。

設定方法

利用方法
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設定方法

紹介しているワークシートを利用可能とするためには、本資料と

一緒に公開しているワークシートテンプレートファイル(*.iws)を

インポートする前に、いくつかiQUAVISの設定が必要となります。

クラスの設定

カスタム属性の設定

ワークシートの設定

計算の設定

日程表の設定
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設定方法(クラスの設定:1/2)

特定のプロジェクトのみで利用可能とする場合には、そのプロジェ

クトのクラスとして、システム全体として利用可能とする場合には

システム共通のクラスとして設定してください。

プロジェクト個別のクラス設定：

当該プロジェクトの編集を開始し、”プロジェクト”タブの

“クラス”からクラスを追加

システム共通のクラス設定：

iQUAVISを管理者モードで起動、ログインし、”クラス”ボタンを

クリックしてクラスを追加
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設定方法(クラスの設定:2/2)

下表の内容通りにクラスを追加してください。

データタイプ 名称 背景色 文字色

課題 要求 任意の色 任意の色

課題 機能 任意の色 任意の色

課題 部品 任意の色 任意の色

課題 故障モード 任意の色 任意の色

課題 故障の影響 任意の色 任意の色

課題 故障の推定原因 任意の色 任意の色

課題 設計管理防止策 任意の色 任意の色

課題 設計管理検出策 任意の色 任意の色
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設定方法(カスタム属性の設定:1/2)

特定のプロジェクトのみで利用可能とする場合には、そのプロジェ

クトのカスタム属性として、システム全体として利用可能とする場

合にはシステム共通のカスタム属性として設定してください。

プロジェクト個別のカスタム属性設定：

当該プロジェクトの編集を開始し、”プロジェクト”タブの

“カスタム属性”からカスタム属性を追加

システム共通のカスタム属性設定：

iQUAVISを管理者モードで起動、ログインし、”カスタム属性”

ボタンをクリックしてカスタム属性を追加
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設定方法(カスタム属性の設定:2/2)

下表の内容通りにカスタム属性を追加してください。

対象 表示ラベル名 入力種別

タスク 発生度 数値

タスク 影響度 数値

タスク 検知度 数値

タスク RPN 数値

課題 発生度 数値

課題 影響度 数値

課題 検知度 数値

課題 RPN 数値
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設定方法(ワークシートの設定:1/11)

特定のプロジェクトのみで利用可能とする場合には、そのプロジェ

クトのワークシートとして、システム全体として利用可能とする場

合にはシステム共通のワークシートとして設定してください。

プロジェクト個別のワークシート設定：

当該プロジェクトの編集を開始し、”プロジェクト”タブの

“ワークシート”からワークシートを追加（一覧表追加）

システム共通のワークシート設定：

iQUAVISを管理者モードで起動、ログインし、”ワークシート”

ボタンをクリックしてワークシートを追加（一覧表追加）
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設定方法(ワークシートの設定:2/11)

ご利用のiQUAVISバージョンが6.0または7.0の場合には、ワークシー

トテンプレートファイル(*.iws)をインポートすることで設定できま

す。それ以外のバージョンをご利用の場合には以降に図示する内容

でワークシートを設定してください。

Ver6.0用テンプレートファイル：簡易FMEAワークシート

(Ver6.0).iws

Ver7.0用テンプレートファイル：簡易FMEAワークシート

(Ver7.0).iws
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設定方法(ワークシートの設定:3/11)

データ抽出条件(1/2)
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設定方法(ワークシートの設定:4/11)

データ抽出条件(2/2)
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設定方法(ワークシートの設定:5/11)

書式(1/6)
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設定方法(ワークシートの設定:6/11)

書式(2/6)
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設定方法(ワークシートの設定:7/11)

書式(3/6)
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設定方法(ワークシートの設定:8/11)

書式(4/6)
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設定方法(ワークシートの設定:9/11)

書式(5/6)
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設定方法(ワークシートの設定:10/11)

書式(6/6)
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設定方法(ワークシートの設定:11/11)

結合の優先度
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設定方法(計算の設定:1/11)

特定のプロジェクトのみで利用可能とする場合には、そのプロジェ

クトの計算として、システム全体として利用可能とする場合にはシ

ステム共通の計算として設定してください。

プロジェクト個別の計算設定：

当該プロジェクトの編集を開始し、”プロジェクト”タブの

“計算”から計算を追加

システム共通の計算設定：

iQUAVISを管理者モードで起動、ログインし、”計算”

ボタンをクリックして計算を追加
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設定方法(計算の設定:2/11)

“計算”タブをクリックしてから、上部の”計算グループ/計算/計算パ

ラメーター”の”追加”ボタンをクリックし、下表に示す名称の計算を

追加してください。

計算名

RPN(対策前)

RPN(対策後)
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設定方法(計算の設定:3/11)

先ほど登録した、計算名：”RPN(対策前)”の計算に対して以下の

4つの計算式を登録します。同名の計算式がありますが、計算内容が

異なっておりますのでご注意ください。

計算名：”RPN(対策前)”を選択し画面上部右側の”計算式”の”追加”

ボタンをクリックして計算式を追加します。計算式詳細は以降に

図示いたします。

影響度＝MAX(影響度)

影響度＝MAX(影響度)

検知度＝MAX(検知度)

RPN＝発生度*影響度*検知度
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設定方法(計算の設定:4/11)

影響度＝MAX(影響度)
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設定方法(計算の設定:5/11)

影響度＝MAX(影響度)    ※同名注意。前ページとは別の計算式です



24© DENTSU SOKEN INC.

設定方法(計算の設定:6/11)

検知度＝MAX(検知度)
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設定方法(計算の設定:7/11)

RPN＝発生度*影響度*検知度
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設定方法(計算の設定:8/11)

続けて、先ほど登録した計算名：”RPN(対策後)”の計算に対して

以下の計算式を登録します。

計算名：”RPN(対策後)”を選択し画面上部右側の”計算式”の”追加”

ボタンをクリックして計算式を追加します。計算式詳細は以降に

図示いたします。

影響度=MAX(影響度)

RPN＝発生度*影響度*検知度
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設定方法(計算の設定:9/11)

影響度＝MAX(影響度)
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設定方法(計算の設定:10/11)

RPN＝発生度*影響度*検知度
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設定方法(計算の設定:11/11)

“計算グループ”タブをクリックしてから、上部の”計算グループ/計算

/計算パラメーター”の”追加”ボタンをクリックし、計算グループを1

つ登録します。

“計算一覧”に表示される計算を全て
(2つ)選択し、”追加”ボタンをクリッ
クして”計算グループに含める計算一

覧”
に追加してください。
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設定方法(日程表の設定)

本FMEAテンプレートを利用するプロジェクトで日程表を開き、

編集モードにしたうえで”タスクドメインの追加”から”対策”

という名前のタスクドメインを追加してください。

以上で設定は完了です。
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利用方法(1/7)

紹介しているテンプレートを利用することで、課題と対策タスクを一元管理できるようになります。

テンプレートは以下のフローで利用することを想定しています。

ワークシート

日程表

部品と機能を
書き出す

故障モード～
故障の推定原因を
記入する

設計管理防止策と
設計管理検出策を
記入する

各項目のランク
付けを実施しRPNを
算出する

対策の計画・
実施後、結果を入力し
RPNを算出する

ワークシートで追加したタスクが日程表に自動反映される
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利用方法(2/7)

部品と機能を書き出す

• 部品と、その機能を記入します。

簡易FMEAワークシート

部品と機能を
書き出す

故障モード～
故障の推定原因を
記入する

設計管理防止策と
設計管理検出策を
記入する

対策の計画・実施後、
結果を入力しRPNを
算出する

各項目のランク
付けを実施し
RPNを算出する
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利用方法(3/7)

故障モードから故障の推定原因を記入する

• 故障モード、故障の影響、故障の推定原因を記入します。

部品と機能を
書き出す

故障モード～
故障の推定原因を
記入する

設計管理防止策と
設計管理検出策を
記入する

対策の計画・実施後、
結果を入力しRPNを
算出する

各項目のランク
付けを実施し
RPNを算出する

簡易FMEAワークシート

ナレッジ検索により、故障の推定原因を過去知見から
示唆させることができます(オプション)
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利用方法(4/7)

設計管理防止策と設計管理検出策を記入する

• 設計管理防止策、設計管理検出策を記入します。

部品と機能を
書き出す

故障モード～
故障の推定原因を
記入する

設計管理防止策と
設計管理検出策を
記入する

対策の計画・実施後、
結果を入力しRPNを
算出する

各項目のランク
付けを実施し
RPNを算出する

簡易FMEAワークシート
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利用方法(5/7)

各項目のランク付けを実施しRPNを算出する

• 影響度、発生度、検知度に値を記入します。

部品と機能を
書き出す

故障モード～
故障の推定原因を
記入する

設計管理防止策と
設計管理検出策を
記入する

対策の計画・実施後、
結果を入力しRPNを
算出する

各項目のランク
付けを実施し
RPNを算出する

簡易FMEAワークシート

◆RPNを算出します。
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利用方法(6/7)

対策の計画・実施後、結果を入力しRPNを算出する

• 対策用のタスクを作成し、期限、担当者を指定します。

部品と機能を
書き出す

故障モード～
故障の推定原因を
記入する

設計管理防止策と
設計管理検出策を
記入する

対策の計画・実施後、
結果を入力しRPNを
算出する

各項目のランク
付けを実施し
RPNを算出する

簡易FMEAワークシート

◆対策用タスクを実施し、完了したら完了日とステータスを設定します。
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利用方法(7/7)

対策の計画・実施後、結果を入力しRPNを算出する

• 対策実施後の発生度、影響度、検知度を記入します。

部品と機能を
書き出す

故障モード～
故障の推定原因を
記入する

設計管理防止策と
設計管理検出策を
記入する

対策の計画・実施後、
結果を入力しRPNを
算出する

各項目のランク
付けを実施し
RPNを算出する

簡易FMEAワークシート

◆RPNを算出します。
対策を行っても故障の影響度は変わりませんので、
自動的に既存の値を設定させることもできます。
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本テンプレート利用後の拡張

本テンプレートは以下のような拡張性があります。

AIを使ったナレッジ検索機能の導入

再発防止に加えて潜在的な課題を発見、事前対策できます課題管理を進めていく中で貯まった知見を
活かすことができます

過去のデータでは▲▲、■■が
類似度98％です

潜在的な課題

技術ばらし

導入費用などは担当営業・技術へお問い合わせください

過去の課題を知見としてフル活用

技術ばらしによる発見

未知の課題を検出

ダイアグラム

○○の故障モードは他に何があったかな
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